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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、N末端に100アミノ酸からなるPDZドメイン、C末端に1～3個のLIMドメインを有するタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーメンバーは、横紋筋においてタンパク質キナーゼをZディスクに繋留する足場タンパク質として機能します。心筋細胞の増殖と興奮性シナプスのシナプス後成長の抑制に機能すると考えられています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年1月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備的なデータとして考慮する必要があります。,疾患：統合失調症の遺伝的感受性に関与している可能性があります。 PDLIM5は、双極性障害、統合失調症、および重度のうつ病患者の脳で一般的に増加しています。,機能：PKCをZディスク領域に足場として配置することで、心臓の発達に重要な役割を果たす可能性があります。,類似性：1つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,類似性：3つのLIM亜鉛結合ドメインを含みます。,サブユニット：LIMドメインを介して様々なPKCアイソフォームと相互作用します。PDZドメインを介してアクチンおよびα-アクチニンと相互作用します。,組織特異性：心臓および骨格筋特異的です。,
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	PDLIM5（リン酸化Tyr251）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	リン酸化PDLIM5（リン酸化Tyr251）抗体を用いたK562細胞溶解液のウエスタンブロット解析。
	

	リン酸化PDLIM5（Y251）ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

